




























































































































氏は，女性音楽史の最近の研究動向を踏まえ，E. T. A. ホフマン（1776-1822）の音
楽小説を素材に音楽と文学の橋渡しを行っている。華奢な肉体の持ち主である女性
歌手がさまざまな理由から病や死に捉われ，身体や声を奪われていく経緯が，いく
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つかの作品を通して精緻に分析されていく。 
 ロマン派の時代以降，少なからぬ女性が文学運動にかかわるようになり，男女双
方から実に多様な男性像・女性像が提示されることとなった。当然ながら，女性が
抱く自己イメージも時代とともに変化している。特集論文 3編というのはこれらの
諸相を論じるにはいささか寂しく思われるかもしれないが，これらの論考はそれぞ
れ現在のジェンダー研究の到達点を示しており，我々の認識に揺さぶりをかけるの
に十分なラインナップとなっていると言えるだろう。 
（山下 剛） 
